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件 名 
阪神港開港150年記念 国際物流シンポジウム開催 

～未来のAI、ICT社会と物流の変化～ 

  

概  要 

国際物流戦略チーム（※1）は関西の重要な社会インフラである国際コンテナ

戦略港湾「阪神港」（神戸港、大阪港）の開港150年を記念し、国際物流シン

ポジウムを開催します。 

本シンポジウムは今後、グローバルな観点で関西が飛躍するために何が必要

かについて「未来のAI、ICT社会と物流の変化」という視点で議論を致します。

 

○日 時：2017年 7月6日（木） 13:30～16:30 

 

○場 所：神戸コンベンションセンター 神戸国際会議場 メインホール  

 

○シンポジウムの構成： 

 ＜基調講演＞『IoTで日本は世界をリードする』 

        講演者：ジャーナリスト 財部誠一氏 

 ＜報告＞『阪神港150年の整備の歩み』 

 ＜パネルディスカッション＞『未来のAI、ICT社会の物流と変化』 

        コーディネーター：神戸大学名誉教授 黒田勝彦氏 

        パネリスト：パナソニック(株)物流企画部 部長 安藤健太郎氏 

              ヤマト運輸(株)常務執行役員兼関西支社長 北村稔氏

              国際港湾協会（IAPH）副会長 篠原 正治氏 

              (株)日立物流 執行役専務兼取締役 神宮司孝氏 
 

（※1）「国際物流戦略チーム」とは 
関西の産学官を構成員とし、近畿圏の国際物流に係る課題を的確に把握・分析するととも

に、総合的・戦略的に各種物流施策の展開に取り組んでいる組織です。 
           http://www.pa.kkr.mlit.go.jp/kbutsuryu/top.html 

※本件は、近畿運輸局から近畿運輸局関係記者会向けにも同時配布しております。 

 

  

取り扱い 平成 29 年 6 月 12 日 14 時 00 分 解禁 

  

配布場所 

 近畿建設記者クラブ   大手前記者クラブ   神戸海運記者クラブ 
 神戸民放記者クラブ   みなと記者クラブ   神戸経済記者クラブ 
 和歌山県政記者クラブ 和歌山県政放送記者クラブ 和歌山地方新聞記者クラブ 
 港湾新聞社 マリタイムデーリーニュース社 日刊海事通信社 海事プレス  
 港湾空港タイムス 

  

問合せ先 

【国際物流戦略チーム事務局】  

国土交通省 近畿地方整備局 港湾空港部      TEL 078-391-3102 

地域港湾空港調整官       久保 まり  

  クルーズ振興・港湾物流企画室長 尾上 博文        



主催：国際物流戦略チーム（事務局：国土交通省近畿地方整備局、同近畿運輸局、同大阪航空局、関西経済連合会）
共催：神戸開港１５０年記念事業実行委員会・大阪港開港１５０年記念事業推進委員会・国土交通省 近畿地方整備局

◆工学博士
◆神戸大学名誉教授

◆ジャーナリスト
◆経済政策シンクタンク『ハーベイロード・ジャパン』主宰
◆毎月第４水曜日ＢＳ１１「財部誠一の異見拝察」に出演

※申込方法は裏面参照

参加費無料
先着6０0名日時：平成29年7月6日（木） 13：30～16：30（13：00開場）

会場：神戸コンベンションセンター 
　　 神戸国際会議場メインホール

国土交通省近畿地方整備局

パネリスト（五十音順）
パネルディスカッション ～未来のＡＩ、ＩＣＴ社会と物流の変化～

報告 ～阪神港１５０年の整備の歩み～

基調講演
「ＩｏＴで日本は世界をリードする」

コーディネーター

■パナソニック（株）
　物流企画部　部長

安藤　健太郎

黒田　勝彦

財部　誠一
た か ら べ 　 せ い い ち

■神戸港湾事務所長 久米　英輝 ■大阪港湾・空港整備事務所長 三島　理

■ヤマト運輸（株）
　常務執行役員　関西支社長

北村　稔

■国際港湾協会（IAPH）
　副会長

篠原　正治 

■（株）日立物流
　執行役専務兼取締役

神宮司　孝 

阪神港開港150年記念
国際物流シンポジウム
～未来のＡＩ、ＩＣＴ社会と物流の変化～

　最近のＩＣＴの目覚ましい発展に伴い、２０４０年代から生産は人工知能（ＡＩ）とロボットが担う第４次
産業革命を迎えると言われています。第４次産業革命は少子化に伴う労働人口減少社会の経済を救う
だけでなく、高齢化社会における物流のあり方も大きく変化させると言われています。
　本シンポジウムは、阪神港開港１５０年を記念して、今後、グローバルな観点で関西が飛躍するため
に何が必要かを、「未来のＡＩ、ＩＣＴ社会と物流の変化」という側面から議論致します。
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